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1.二町鏡遺跡m欠調査 (二町町字堂ノ内〕

宅地i造成工事lこ先立ち、道路部分の約380n:i'を対象に発銀調査を実施しました。今回の調査地は二町鏡

遺跡の北端にあたります。

調査の結果、中世の屋敷跡が検出されました。建物跡、は僅かしか見っかりませんでしたが、この狭い

調査地内から井戸 (SE-1~10) が10基も見つかりました。このうち、 SE - 6 ・ 8 (主的物が残存し
〈 いづづ

ていました。また、 SE -10は石組の井戸で、内側に引り抜きの井筒があり、その下に水溜用の曲物が

設置されていました。 SE-2・4・5・10からは、何に使われたかはよくわ rr-:F=-，，---v:-"-----_ Jj 
ぜJ旨し .<がんり"

かりませんが、赤色顔料が少盆見つかっています。このほか、

紀初め頃、それ以外は13世紀末~14世紀代に埋没したと考えられます。

調査終了後、擁壁工事に伴い調査地の北西端の立会調査を実施したところ、

講の可能性が高いと考えられます。 (藤原)
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ふたまちかがみ

2．二町鏡遺跡12次調査（二町町字堂ノ内）

宅地造成工事に伴い､道路部分の約106㎡を対象に発掘調査を
どこう

を実施しました。調査の結果、水田から約30cin下から溝、士坑、

ピットなどの遺構を検出しました。調査地の南端で見つかった

溝(SD－1)からは、土師器、黒色土器などのほか、十数枚
せんかどうせん

重なった銭貨（銅銭）が出土しました。銭貨は錆と土が付着し

ているため文字は読めません。また、調査区のほぼ真ん中を東

から西へ走る溝(SD-2)は徐々に浅くなり、途中で途切れ

ています。この溝と直交する溝(SD-3)は深さ3cm程度の

浅い溝でした。

今回険出した溝は、これまでの調査で検出されている屋敷地

を区画する溝の一部と考えられます。特にSD-1は、隣地の

調査で確認されている溝と一致します。全体に遺物量は多くあ

ありませんが、14世紀代の年代が考えられます。（畑本〕

‐ Oo

o○

｡

腿

SD－と

姑

震）：
。三

0
SD-3

I9〃
叩

／
■

10m
一

二町鏡遺跡12次調査遺構全体図
っかのこし

3．塚之越遺跡15次調査（古高町）

宅地造成工事:に伴い、調査を実施しています。これまでのところ、ピット、土坑、溝、旧河；道などが



、

多数検出されています。そのうち、

ツトが20基ほど集中する地区があり
ばつたてばしらたてもの

3棟以上の掘立柱建物があったと考

られます。出土遺物には土師器皿や

あり、これらの遺構は12"世紀後半～

ての時期と考えられます。

グ

OlE(大岡）

塚之越遺跡15次調査遺構平面区
SH-2

4．金森東遺跡22次調査（守山三丁目）

守山町土地区画整理地内で、個人住宅建築に先立ち発掘調査を

実施しました。調査の結果、古墳時代の竪穴住居2棟(SH-1

・2）と溝2条（SD－1．2）、柱穴等を検出しました。SH

-1は調査地の西隅でその一部を検出しました。一辺約5mをml

る方形住居で、残存壁高は60cmと残りが良く、床面で柱穴2つと

南東辺中央で、貯蔵穴1つを検出しました。床面から出土した土

器から、古墳時代初頭の時期と推定されます。SH-2は調査地

東端で一部を検出しました。一辺約4mを測る方形住居で、床直

から3cm程しか残っていませんでした。出土遺物から古墳時代初

SD-1

SD-2

SH-1

lOm

から6m径しか残っていませんでした。出土遺物から古墳時代初金森東遺跡22次調査遺構全体図

頭の時期とみられます。SD-1は幅約70cm、深さ50皿を測る溝で炎断面形が逆台形をしており、古

墳時代後期の土器が出土しています。SD-2はSH-1とSD-1を切って東西方向に流れる大溝で、

幅5m、深さ70cmを測ります。堆積土の観察から2条の溝が重なっていると考えられます。

今回の調査で、古墳時代初頭の集落がこの地点まで広がっていることが確認されました。（伴野）

5．金森東遺跡26次調査（守山三丁目）

守山町土地区画整理地内で、個人住宅建築に先

立ち調査を実施しました。場所は22次調査地点の

西側隣接地で、大溝の続きが検出されるものと予

想していました。調査の結果、SD-2の続き部

分が検出された他、柱穴が幾つか検出されました《

柱穴の一部は東西方向に並び、建物か柵力槻定さ

れます。柱穴から出土した土器から、古墳時代後

期の時期が推定されます。（伴野）
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6．金森東遺跡23.24.25次調査（守山三丁目）

守山町区画整理地内で、個人住宅及び共同住

宅建築に先立ち、発掘調査を実施しました。調

査の結果、古墳時代の竪穴住居3棟(SH-1
ほうけいしゅうこうぽ

～3）と方形周溝墓4基(SX-1～4)など

を検出しました。竪穴住居のうち、SH-3は

削平のため、主柱穴と貯蔵穴しか残存しておら

ず、規模や平面形、年代についてはよくわかり

ません｡SH-1．2はいずれも方形住居で、

年代は古墳時代初頭頃と考えられます。

方形周溝墓の年代は出土遺物から､古墳時代．

初頭頃と考えられます。金森東遺跡で、この時0

期の方形周溝墓が見つかったのは初めてであり、

集落の東端に墓域が存在することがわかりまし

たc

(小島）

7．下之郷遺跡40次調査（下之郷町）
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調査遺構全体図
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下之郷遺跡では、弥生時代中期の環濠集落の範囲や地下の状態を調べるために、文化庁と滋賀県教育

委員会の指導を得て、確認調査を実施しています。今回の調査の目的は、環濠集落内部に想定される南
おときだ、

北の区画溝（『乙貞109号』で紹介）の存在を確認することです。その結果、5条の溝と400を越える柱

穴が検出されました。見つかった5条の溝については、一部確認のため断ち割りを行った結果、いずれ

も深さは40～60cm程でした。これらの溝が南北の区画溝にあたるかどうかは、さらに周辺を確認しなけ

ればなりませんが、予測された場所で溝が検出されたことは大きな成果です。（川畑）
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下之郷遺跡40次調査遺構全体図
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